
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高分子バインダー中に分散された画像色素を含む色素層をその一方の面に有する支持体
を含んでなる、レーザー手段により像様露光可能なシングルシート式色素アブレイティブ
記録要素であって、前記色素層は、前記要素の露光に用いるレーザー 長において吸収

赤外線吸収物質と組み合わさっており、前記画像色素は、電磁スペクトルの赤
外領域において 、３００～７００ｎｍの範囲 吸収性 、且つ前記要
素の露光に用いる前記レーザーの波長では吸収 を有しないものであり、そして前記支持
体の他方の面に表面抵抗率＜１．０×１０ 1 2Ω／□の導電性バッキング層を有するシング
ルシート式色素アブレイティブ記録要素。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、レーザー誘導式色素アブレイティブ画像形成用のシングルシート式単一色要素
、さらに詳細には、そのような要素用のバッキング層に関する。
最近、カラービデオカメラから電子的に発生させた映像からプリントを得るための感熱転
写方式が開発されている。このようなプリントを得る方法の一つによると、まず電子映像
を先ず第一にカラーフィルターによって色分解する。次いで、それぞれの色分解画像を電
気信号に変換する。その後、これらの信号を操作して、シアン、マゼンタ及びイエローの
電気信号を発生させる。次に、これらの信号を感熱プリンターへ伝送する。プリントを得
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るため、シアン、マゼンタまたはイエローの色素供与体要素を色素受容要素と向い合わせ
て配置する。次いで、それら二つの要素を感熱プリントヘッドと定盤ローラーとの間に挿
入する。ライン型感熱プリントヘッドを使用して、色素供与体シートの裏側から熱をかけ
る。感熱プリントヘッドは数多くの加熱素子を有し、シアン、マゼンタ及びイエローの信
号に応じて逐次加熱される。その後、この処理を他の２色について繰り返す。こうして、
スクリーン上の原画像に対応するカラーハードコピーが得られる。この方法とそれを実施
するための装置についての詳細は米国特許第４，６２１，２７１号明細書に記載されてい
る。
【０００２】
前記の電子信号を使用してプリントを熱的に得る別の方法は、感熱プリントヘッドの代わ
りにレーザーを使用する方法である。このような方式では、供与体シートは、レーザーの
波長において強い吸収を示す物質を含有する。供与体を照射すると、この吸収物質が光エ
ネルギーを熱エネルギーへ転換し、その熱が付近の色素へ伝達され、それによりその色素
がその蒸発温度にまで加熱されて受容体へ転写される。吸収性物質は、色素の下方にある
層中に存在しても、または色素と混合されていても、あるいはその両方であってもよい。
原画像の形状や色を表すことができる電子信号によってレーザービームを変調して、原物
体の色を再構築するために存在させなければならない受容体上の領域においてのみ各色素
を加熱して蒸発させる。この方法の詳細については、英国特許出願公開第２，０８３，７
２６号明細書に記載されている。
【０００３】
レーザービームの作用によって画像化するアブレイティブ様式の一つでは、画像色素、赤
外吸収性物質およびバインダーとを含む色素層組成物が支持体上に塗布されている要素を
、その色素側から画像形成させる。レーザーによって付与されるエネルギーが、要素上の
レーザービームが当たった部分の画像色素を駆逐するが、バインダーの一部はあとに残っ
てもよい。アブレイティブ画像形成法では、レーザー輻射線が画像形成層中に急激な局部
変化を生ぜしめ、それによりその物質を該層から放出させる。アブレーション画像形成法
は、完全な物理変化（例、溶融、蒸発又は昇華）ではなく何らかの化学変化（例、結合破
壊）によって、画像色素を部分転写ではなくほぼ完全に転写させるという点で、他の物質
転写技法とは区別されるものである。このようなアブレイティブ要素の有用性は、レーザ
ー照射時に画像色素が除去されうる効率によって大部分は決まる。透過Ｄ min 値が画像色
素除去の定量上の目安であり、記録点におけるその値が低いほど、色素除去がさらに完全
に行われたことになる。
【０００４】
一般に、画像要素の反対側上のバッキング層は、数多くの重要な機能を発揮して画像要素
の性能全体を向上させる。特に、このようなバッキング層は、（ａ）要素製造の際、十分
な運搬特性を有し、（ｂ）画像処理によっても元のままであり、（ｃ）支持体に対して良
好な接着性を示し、（ｄ）製造、貯蔵または画像形成の際発生しやすいクラッキングまた
は磨耗マークのような望ましくない傷がなく、（ｅ）要素の製造または画像形成の際発生
しやすい静電気の影響を低減、もしくは好ましくは除去し、そして（ｆ）製造、貯蔵また
は画像形成の際の要素への望ましくないセンシトメトリー効果を阻止すべきである。
【０００５】
画像要素に単一のバッキング層を施すことによりこれらの要件を満足させることは、大部
分の用途について困難なチャレンジであることが証明されており、これは得られる要素が
、良好な物性を示すのみならず、いずれの処理工程を受けた後も元のままであるという要
件を満たさなければならないからである。レーザー誘導式色素アブレイティブ画像形成要
素は、後露光処理工程を必要としない（すなわち、これらの要素は”処理なし”要素であ
ると見做されている）ので、これらの画像形成要素が像様露光のストレスの影響も受けず
、使用波長に対して低い吸収性を示すことが、これらの要素について重要である。
【０００６】
【従来の技術】
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米国特許第５，３１０，６４０号は、内部導電層を含有する熱処理性画像形成要素に関す
る。しかしながら、この特許には、レーザー－アブレーション要素またはレーザー－アブ
レーション処理についての開示はない。
米国特許第５，３３０，８７６号および第５，２５６，５０６号は、レーザー－アブレイ
ティブ要素に関する。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
前記二つの特許については、それらの要素が、要素の製造または画像形成の際発生する静
電気の影響を受けやすいという課題がある。
本発明の目的は、静電気を減少させるために導電性を向上せしめたアブレイティブ記録要
素を提供することである。本発明の他の目的は、別の受容要素を必要としないアブレーテ
ィブ・シングルシート方式を提供することである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　これら目的およびその他の目的は、高分子バインダー中に分散された画像色素を含む色
素層をその一方の面に有する支持体を含んでなる、レーザー手段により像様露光可能なシ
ングルシート式色素アブレイティブ記録要素であって、前記色素層は、前記要素の露光に
用いるレーザー 長において吸収 赤外線吸収物質と組み合わさっており、前
記画像色素は、電磁スペクトルの赤外領域において 、３００～７００ｎｍ
の範囲 吸収性 、且つ前記要素の露光に用いる前記レーザーの波長では吸収 を有
しないものであり、そして前記支持体の他方の面に表面抵抗率＜１．０×１０ 1 2Ω／□の
導電性バッキング層を有するシングルシート式色素アブレイティブ記録要素に関する本発
明により達成される。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　本発明の一実施態様においては、導電性バッキング層は要素の最外層である。本発明の
別の実施態様においては、導電性バッキング層は内部層であり、最外層は別のバッキング
層である。
　前述のように、本発明に用いる導電性バッキング層は、適切な支持体の反対 、すなわ
ち、アブレーティブ画像形成層を担持する側とは反対の に塗布される。この導電性バッ
キング層の表面抵抗率は、５ １０ 1 2Ω／□未満、好ましくは１ １０ 1 1Ω／□未満であ
る。
【００１０】
　このような導電性バッキング層には帯電防止剤として，極めて各種の材料を用いること
ができ、それらとしては以下の材料を挙げることができる：
　（１）バッキング層および／またはオーバーコート層のバインダー材料中に分散された
導電性金属含有粒子。有用な導電性金属含有粒子としては、ドナー－ドピング化金属酸化
物、酸素欠損含有金属酸化物、並びに導電性の窒化物、炭化物およびホウ化物が挙げられ
る。特に有用な粒子の具体例としては、導電性の TiO2、 SnO2、 V2 O5、 Al2 O3  、 ZrO2、 In2 O

3  、 ZnO 、 TiB2、 NbB2、 TaB2、 CrB2、 MoB 、 WB、 LaB6、 ZrN 、 TiN 、 TiC 、 WC、 HfC 、 Hf
N 、 ZrC 、 ZnSb2 O6  および InSbO4が挙げられる。これらの導電性粒子およびそれらの写真
要素での使用について記載している多くの特許としては、例えば、以下を挙げることがで
きる：米国特許第４，２７５，１０３号、第４，３９４，４４１号、第４，４１６，９６
３号、第４，４１８，１４１号、第４，４３１，７６４号、第４，４９５，２７６号、第
４，５７１，３６１号、第４，９９９，２７６号、第５，３４０，６７６号、第５，３６
８，９９５号および第５，１２２，４４５号；
　（２）半導体金属塩、例えば、ヨウ化第一銅（例えば、米国特許第３，２４５，８３３
号、第３，４２８，４５１号および第５，９７５，１７１号に記載されているもの）；
　（３）五酸化バナジウムまたは銀ドーピング化五酸化バナジウムのコロイド ゲル（例
えば、米国特許第４，２０３，７６９号、第５，００６，４５１号、第５，２２１，５９
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８号、第５，２８４，７１４号、第５，３６０，７０６号、第５，３６６，８５５号およ
び第５，３２２，７６１号に記載されているもの）；
　（４）例えば、非導電性チタン酸カリウムホイスカー上に塗布されたアンチモンドーピ
ング化酸化スズを含む繊維状導電性粉末（例えば、米国特許第４，８４５，３６９号およ
び第５，１１６，６６６号に記載されているもの）；
　（５）導電性高分子、例えば、架橋ビニルベンジル第四アンモニウムポリマー（米国特
許第４，０７０，１８９号）もしくは導電性ポリアニリン（米国特許第４，２３７，１９
４号）；または導電性ポリチオフェン（ヨ－ロッパ特許 第５５４、５８８号、第５
６４，９１１号および第５９３，１１１号）；または導電性スチレンスルホネートポリマ
ー（例えば、米国特許第４，２２５，６６５号、第４，９６０，６８７号、第５，３１８
，８７８号、第５，１９８，４９９号、第５，０９６，９７５号および第５，１２６，４
０５号に記載されているもの）；
　（６）導電性無機ゾル（例えば、ヨ－ロッパ特許 第２５０、１５４号、第３３４
、４００号および第５３１，００６号）。
【００１１】
本発明の好ましい実施態様においては、アンチモン－ドーピング化酸化スズ粒子、または
銀－ドーピング化五酸化バナジウムを、導電性バッキング層の導電剤として用いる。典型
的に、これらの粒子の平均直径は約２００ｎｍ以下、好ましくは１００ｎｍ未満である。
導電層に用いる導電性粒子の乾燥塗布重量は、塗膜の許容可能な光学的濃度を確保するに
は約１ｇ／ｍ 2  未満である。
【００１２】
導電性バッキング層または追加のバッキング層は、このような層に有用な他の材料、例え
ば、高分子バインダー、界面活性剤、着色剤、マット剤、潤滑剤、殺生剤、架橋剤、分散
助剤、凝固助剤等を含有してもよい。
本発明の別の実施態様では、アブレーティブ記録要素は、支持体と色素層の間にバリヤー
層、例えば、特願平６－１７６５１７号および７ー１４６２１１号に記載され且つ特許請
求されているようなものを含有する。
【００１３】
本発明の別の実施態様は、単一色のアブレーション画像の形成方法であって、別の受容要
素の存在なしに、レーザー手段により前記のアブレーティブ記録要素を像様露光し、前記
レーザー露光は前記要素の色素側を介して施され、次いで、例えば、気流手段によりアブ
レートした物質を除去して、アブレーティブ記録要素中に画像を得ることを含んでなる方
法に関する。
【００１４】
本発明は、印刷回路基板の製造や刊行物作成に用いられるリプログラフィー用マスクを作
製するのに特に有用である。これらのマスクは、印刷板のような感光材料の上に配置され
た後、光源にさらされる。感光材料は、ある特定の波長によってのみ活性化されることが
普通である。例えば、感光材料は、紫外線や青色光を照射すると架橋又は硬化するが、赤
色光や緑色光には反応しないようなポリマーであることができる。このような感光材料で
は、露光の際に光を遮断するために用いられるマスクは、Ｄ max 領域においては感光材料
を活性化する波長のすべてを吸収し且つＤ min 領域においてはほとんど吸収しないもので
なければならない。従って、印刷板用としては、マスクのＵＶのＤ max が高いことが重要
である。そうでなければ、印刷板は、インクを吸収する領域とそうでない領域とを与える
ように現像されることができない。
【００１５】
前述のように、色素アブレーティブ記録要素の画像色素は、電磁スペクトルの赤外領域に
おいて実質的に透明であり、約３００～約７００ｎｍの範囲で吸収性であり、そして前記
要素の露光に用いる前記レーザーの波長では実質的な吸収を有しない。したがって、画像
色素は、赤外照射を吸収するために要素に用いられる赤外線吸収物質とは別の物質であり
、レーザー記録波長以外の波長で可視および／またはＵＶコントラストを付与する。
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【００１６】
　本発明の記録要素中のバインダーとして、いずれの高分子材料も使用可能である。例え
ば、セルロース誘導体（例えば、硝酸セルロース、酢酸水素フタル酸セルロース、酢酸セ
ルロース、酢酸プロピオン酸セルロース、酢酪酸セルロース、三酢酸セルロース、ヒドロ
キシプロピルセルロースエーテル、エチルセルロースエーテル、等）、ポリカーボネート
、ポリウレタン、ポリエステル、ポリ（酢酸ビニル）、ポリ（ハロゲン化ビニル）（例え
ば、ポリ塩化ビニルおよびポリ塩化ビニル共重合体 、ポリ（ビニルエーテル）、無水マ
レイン酸共重合体、ポ スチレン、ポリ（スチレン－コ－アクリロニトリル）、ポリスル
ホン、ポリ（フェニレンオキシド）、ポリ（エチレンオキシド）、ポリ（ビニルアルコー
ル－コ－アセタール）、例えば、ポリ（ビニルアセタール）、ポリ（ビニルアルコール－
コ－ブチラール）もしくはポリ（ビニルベンザール）、又はこれらの混合物もしくは共重
合体を使用することができる。バインダーは、約０．１～約５ｇ／ｍ 2  の塗被量で使用す
ることができる。
【００１７】
好ましい実施態様では、本発明で用いられる記録要素に用いられる高分子バインダーは、
米国特許第５，３３０，８７６号明細書に記載されているように、サイズ排除クロマトグ
ラフィーで測定したポリスチレン等価分子量が少なくとも１００，０００である。
【００１８】
本発明方法によりレーザー誘導方式アブレイティブ画像を得るためには、ダイオードレー
ザーを使用することが好ましい。これは、サイズが小さいこと、コストが低いこと、安定
性が良好であること、信頼性が高いこと、頑丈であること、変調し易いことといった実質
的な利点があるからである。実用に際しては、いずれかのレーザーを用いてアブレイティ
ブ記録要素を加熱するに当たっては、要素は赤外線吸収物質、例えば、カーボンブラック
のような顔料、または米国特許第４，９７３，５７２号明細書に記載されているシアニン
赤外線吸収色素、又は米国特許第４，９４８，７７７号、同第４，９５０，６４０号、同
第４，９５０，６３９号、同第４，９４８，７７６号、同第４，９４８，７７８号、同第
４，９４２，１４１号、同第４，９５２，５５２号、同第５，０３６，０４０号及び同第
４，９１２，０８３号明細書に記載されている他の物質が含まれていなければならない。
レーザー輻射線は、次に色素層中に吸収され、そして内部変換として知られている分子過
程によって熱に変換される。こうして、有用な色素層の構築は、画像色素の色相、転写性
及び強度のみならず、輻射線を吸収し、それを熱に変える色素層の性能にも依存している
。赤外線吸収物質もしくは色素は、色素層自体に含まれても、またこれと組み合わされた
別の層、すなわち色素層の上層や下層、に含まれてもよい。先述のように、本発明の方法
におけるレーザー照射は、アブレイティブ記録要素の色素側を通して行われるので、この
方法はシングルシート方式（すなわち、別の受容要素を必要としない方法）であることが
できる。
【００１９】
いずれの画像色素も、それがレーザーの作用によりアブレートすることができ且つ前記特
性を有するならば、本発明に用いられるアブレーティブ記録要素に用いることができる。
特に、良好な結果は、以下に示すような色素、または米国特許第４，５４１，８３０号、
第４，６９８，６５１号、第４，６９５，２８７号、第４，７０１，４３９号、第４，７
５７，０４６号、第４，７４３，５８２号、第４，７６９，３６０号および第４，７５３
，９２２号に開示されている色素により得ることができる：
【００２０】
【化１】
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【００２１】
【化２】
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【００２２】
前記色素は、単独でまたは組み合わせて用いることができる。前記色素は、約０．０５～
約１ｇ／ｍ 2  の被塗量で用いることができ、これらの色素は好ましくは疎水性である。
本発明のアブレイティブ記録要素の色素層は、支持体上に塗布してもよいし、またグラビ
ア法などの印刷法で支持体上に印刷してもよい。
【００２３】
本発明のアブレイティブ記録要素のための支持体には、寸法安定性がよく且つレーザーの
熱に耐えられるものであるならば、いずれの材料も使用することができる。このような材
料として、ポリ（エチレンナフタレート）、ポリ（エチレンテレフタレート）のようなポ
リエステル、ポリアミド、ポリカーボネート、酢酸セルロースのようなセルロースエステ
ル、ポリ（フッ化ビニリデン）やポリ（テトラフルオロエチレン－コ－ヘキサフルオロプ
ロピレン）のようなフッ素ポリマー、ポリオキシメチレンのようなポリエーテル、ポリア
セタール、ポリスチレン、ポリエチレン、ポリプロピレンもしくはメチルペンテンポリマ
ーのようなポリオレフィン並びにポリイミド－アミド及びポリエーテル－イミドのような
ポリイミドが挙げられる。支持体の厚さは一般に約５～約２００μｍである。好ましい実
施態様では、支持体は透明である。
【００２４】
以下の実施例は、本発明を具体的に説明するために記載する。

以下の組成を有する塗膜を製造した：
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【００２５】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２６】
ＶＢラテックス＝（Ｃ 2  Ｈ 5  ） 3  Ｎで四級化した架橋ビニルベンジルクロライド・ラテッ
クス
Ｓｄラテックス１５／８３／０２＝メチルアクリレート／塩化ビニリデン／イタコン酸タ
ーポリマー・ラテックス
ＡＶＭ＝アクリロニトリロ／塩化ビニリデン／トリメチルアンモニウム・エチルメタクリ
レート・メト硫酸塩
ＤＨＤ＝２，３－ジヒドロキシ－１，４－ジオキサン
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７０／３０ポリマー＝スチレンスルホン酸のナトリウム塩およびヒドロキシエチルメタク
リレート（７０：３０）の共重合体
Ｃｙｍｅｌ　３００＝ヘキサメチルメラミン（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｙａｎａｍｉｄｅ　
Ｃｏ．）
Ｎａｌｃｏ　１１１５＝４ｎｍ直径コロイド状シリカ（ナトリウム安定化）
酸化スズ＝２０ｎｍ平均直径、アンチモン－ドーピング化ＣＰＭ　３７５（Ｋｅｅｌｉｎ
ｇ　ａｎｄ　Ｗａｌｋｅｒ，Ｌｔｄ．）、望ましい粒子サイズまでメディア微粉砕したも
の
Ｍａｔｔｅ＝ポリ（メチルメタクリレート）ビーズ、３～４μｍ直径
１０Ｇ　Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔ＝ポリグリコール界面活性剤、Ｏｌｉｎ　Ｃｏｒｐ．製
前記組成物を１００μｍのポリ（エチレンテレフタレート）フィルム支持体上に塗布した
。各要素は、前記のように支持体の反対側に画像層を有した。バッキング層は有していな
い対照Ｃ－１も塗布した。画像層の組成は、以下の通りであった：
０．６０ｇ／ｍ 2  １０００～１５００　ｓ　ニトロセルロースバインダー（Ａｑｕａｌｏ
ｎ　Ｃｏｒｐ．）
０．１３ｇ／ｍ 2  液状ＵＶ吸収色素
０．２４ｇ／ｍ 2  イエロー色素
０．１６ｇ／ｍ 2  シアン色素
０．２０ｇ／ｍ 2  赤外線吸収色素
引用色素は、以下の構造を有する：
【００２７】
【化３】
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【００２８】
　これらの要素を、米国特許第４，８７６，２３５号に記載されているよう 、ダイオー
ドレーザー画像形成装置のドラムに 一つずつ固定することによ
り画像形成した。レーザー画像形成装置は、トランスレーションステージ上に載置され且
つレーザーアブレーティブ記録要素の表面上に焦点を定めたレンズアセンブリに連結した
ダイオードレーザーからなった。使用したダイオードレーザーは、Ｓｐｅｃｔｒａ　Ｄｉ
ｏｄｅ　Ｌａｂｓ　Ｎｏ．ＳＤＬ－２４３２であり、レーザービーム出力用の光ファイバ
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ーを一体の付属品として有し、波長範囲は８００～８３０ｎｍ、光ファイバー末端での公
称出力は２５０ミリワットのものであった。光ファイバ－（コア直径５０μｍ）の開裂面
は、トランスレーションステージ上に載置された０．５倍率のレンズアセンブリを用いて
色素アブレーティブ要素面上に画像化され、２５μｍの公称スポットサイズが得られた。
【００２９】
円周が５２．７ｃｍのドラムを２００ｒｐｍのスピードで回転し、画像化電子装置を作動
させて、５６６ｍＪ／ｃｍ 2  で露光した。トランスレーションステージをマイクロモータ
ステップにより回転する親ネジを用いて色素アブレーティブ要素を横切るようにして徐々
に前進させて、中心間線分距離を１０μｍ（１ｃｍ当たり９４５の線、または１インチ当
たり２４００の線）とした。供与体表面上に気流を吹きつけてアブレートした色素を除去
した。焦点面における全平均測定出力は１００ｍＷであった。
【００３０】
各試料について、特願平７－００９２５４７号に記載されているような二点プローブを用
いて、表面抵抗率を、Ｄ max 域およびＤ  min域の領域において２０％ＲＨで測定した。次
表に示すＵＶ　Ｄ min およびＵＶ　Ｄ  max値は、Ｘ－Ｒｉｔｅ濃度計、Ｍｏｄｅｌ　３６
１Ｔ（Ｘ－ R ｉｔｅ　Ｃｏｒｐ．、Ｇｒａｎｄｖｉｌｌｅ、ＭＩ）を用いて測定した。
【００３１】
すべてのデータの要約を以下に示す：
【００３２】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３３】
前記データは、帯電防止塗膜は、対照と比較して導電性が有意に高く、そしてアブレーシ
ョン処理により実質的には改変されていないことを示している。また、ＵＶ吸収Ｄ  minに
は実質的差異はなく、フィルムの吸収寄与は僅かであることを示すものである。

この実験は、レーザーアブレーティブ要素のためには、二層帯電防止方式が有利であるこ
とを示すために行った。この場合、最内の、もしくは埋設した帯電防止層は明らかに摩耗
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に対して抵抗性があるであろう。さらに、二層方式が、使用可能な帯電防止材料について
の厳格性が少ない結果になるであろう。このような二層方式は、その最外層を摩耗抵抗お
よび表面特性について最適にし、一方、埋設層は導電性帯電防止特性について最適化でき
る点で有利である。
【００３４】
以下の試験は、二層帯電防止方式が、レーザーアブレーティブ画像形成要素にとって良好
に作動することを示すために行った。以下の組成物を、ポリ（エチレンテレフタレート）
フィルム支持体上に塗布した：
【００３５】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３６】
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ターポリマー１：ポリ（アクリロニトリル－コ－塩化ビニリデン－コ－アクリル酸）
ターポリマー２：ポリ（ブチル－コ－２－メチル－２－〔１－オキソ－２－プロペニル）
アミノ〕－１－プロパンスルホン酸－コ－〔（２－メチル－１－オキソ－２－プロペニル
）－オキシ〕エチル－３－オキソ－ブタン酸）
ビーズ：ポリ（メチルメタクリレート）ビーズ
コポリマービーズ：ポリ（メチルメタクリレート－コ－ジビニルベンゼン）ビーズ（９７
：３）
Ｓ１：Ｎａ　ｔｅｒｔ－オクチルフェノキシ－ジ－エトキシ－エタンスルホネート
Ｓ２：１０Ｇ　Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔ（Ｏｌｉｎ　Ｃｏｒｐ．）
Ｎｉｐａｃｉｄｅ：４－クロロ－３，５－ジメチルフェノール（Ｎｉｐａ　Ｌａｂｓ．，
Ｌａｎｃａｓｈｉｒｅ、ＵＫ）
Ｓｙｌｏｉｄ　７２：非晶質シリカ粒子、平均サイズ７μｍ（Ｗ．Ｒ．Ｇｒａｃｅ　Ｃｏ
．）
ＤＨＤ：２，３－ジヒドロキシ－１，４－ジオキサン
Ｅｌｖａｃｉｔｅ　２０４１：メチルメタクリレートホモポリマー（ＤｕＰｏｎｔ製）
画像層を、これらの各試験試料の反対側に施し、例１のように試験を行った。画像メディ
アを、Ｒ．Ａ．Ｅｌｄｅｒ、”Ｒｅｓｉｓｔｉｖｉｔｙ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｏｎ
　Ｂｕｒｉｅｄ　Ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　Ｌａｙｅｒｓ”、１９９０　ＥＯＳ／ＥＳＤ　
Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ　Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ、２５１～２５４頁に記載されているよう
な”ｗｅｔ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ　ｒｅｓｉｓｉｔｉｖｉｔｙ”試験（ＷＥＲ）により、
アブレート域と非アブレート域の両域で試験した。表面抵抗率の測定では、多層方式の埋
設層の導電率を十分に反映しないであろうと思われたので、本試験を行った。
【００３７】
　ＷＥＲ試験は、先ず第一に、フィルムを５０％ＲＨ環境と平衡化することにより行った
。１５．２４ ２．５４ｃｍ（６ １インチ）の試験試料細片の抵抗 は、その両末端を
１．９ｃｍの深さで飽和塩溶液中に含浸して測定した。以下の結果が得られた：
【００３８】
【表４】
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【００３９】
前記データは、二層帯電防止方式では、アブレーション処理の際有意には劣化しない導電
層を配備することにより十分な保護が得られることを示している。
【００４０】
【発明の効果】
本発明を使用することにより、レーザーアブレーティブ画像形成要素の反対側の導電性塗
膜は、静電気発生およびフィルム粘着を阻止し、それによりほこりを取り込む傾向を低減
した。塗膜が一層である本発明実施態様では、多層塗膜を施す場合より塗布が安価である
。さらに、その態様では、導電性塗膜は表面上にあるので、使用材料の必要量が少なく、
最小濃度が全体として低下するであろう。
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